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ナレッジのメタデータ項目　（公共AIナレッジ研究会） 公共AIナレッジベース仕様V1_3_メタデータ項目一覧_20260528.xlsx ※メタデータフォーマットバージョンIDにより、メタデータ番号は変更することがある。各項目も並べ替えることがある。
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項目に記載するメタデータの説明 メタデータの作成・選択・記載者 メタデータの様式・作成方法 作成条件 記載例 備考

4
1 1010 メタデータフォーマットの識

別
メタデータフォーマットバージョン
ID

Ｍ N
C
C

このメタデータが準拠するフォーマット仕様のバージョンを示す識
別番号

研究会
研究会が認定するコード体系・コード表・カタロ
グに基づき採番

バージョン1.0は「1」で固定。以降のフォーマット改訂時は研究会が採番・更新する。 1

5
2 1020 メタデータフォーマットの識

別
メタデータ記載言語コード Ｍ X

P
C

メタデータの記載に使用している言語を示すコード ホルダー
ISO 639-1（アルファベット2文字）の言語
コードを使用

ナレッジ名・概要説明など主要なメタデータ記載に使用している言語のコードを指定する。 ja 日本語は「ja」（ISO 639-1準拠）

6
3 1030 ナレッジの識別 ナレッジID Ｍ X C

C
ナレッジを一意に識別するためのユニークなID オーナー（原則）が研究会に登録

研究会認定のID体系・コード表・カタログに基
づき採番

「オーナー組織ID」に組織が自由採番した番号を付与し、研究会システムに登録する。グロー
バルにユニークであること。版の違いはナレッジバージョンIDで識別する。

XXXXXXXXXX
組織外との相互運用性を確保するために登録する。ナレッジとナレッジIDの対応関係は組
織が管理する。

7
4 1040 ナレッジの識別 ナレッジバージョンID Ｍ N C

C
ナレッジの版（バージョン）を示すコード。ナレッジID＋ナレッジ
バージョンID＝コンテンツID

オーナー（原則）
研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき採番。バージョンは単調増加させること。

同一ナレッジID内での重複を禁止する。バージョンは漸増（単調増加）させること。 1.1

8
5 1050 ナレッジの識別 変更履歴のコンテンツID X C

C
本ナレッジの変更履歴が記録されたナレッジのコンテンツID（ナ
レッジID＋ナレッジバージョンID）

オーナー（原則） 当該変更履歴ナレッジのコンテンツID（ナレッジ
ID＋ナレッジバージョンID）を記載

変更履歴を記録したナレッジが存在する場合に指定する。

9
6 1060 ナレッジの識別 後継バージョンID N C

C
本ナレッジより新しい版（バージョン）が存在する場合の、そのバー
ジョンID

オーナー（原則） 研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき採番

同一ナレッジ（ナレッジIDが同一）において新しい版を登録した場合、旧版のこの項目に新
版のバージョンIDを記載する。

このIDが記載されている場合、当該バージョンは旧版であることを示す。

10
7 1070 メタデータの識別 メタデータバージョンID Ｍ N C

C
メタデータ記載内容の版（バージョン）を示すコード。コンテンツID
＋メタデータバージョンID＝レコードID

ホルダー
研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき採番。バージョンは単調増加させること。

同一ナレッジID内での重複を禁止する。ナレッジのバージョンが変わった場合、またはメタ
データの記載内容（公開日等）を変更した場合も更新する。

1.2
「ナレッジID＋ナレッジバージョンID＋メタデータバージョンID」でナレッジベース上のユ
ニークな「レコードID」となる。

11
8 1080 メタデータの識別 後継メタデータバージョンID N C

C
本メタデータよりも新しいバージョンが存在する場合の、そのメタ
データバージョンID

ホルダー
研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき採番。バージョンは単調増加させること。

より新しいバージョンのメタデータが存在する場合に指定する。

12
9 1090 ナレッジのカテゴリの識別 ナレッジ・カテゴリコード・バージョン

ID
Ｍ X C

C
G1-1 ナレッジの種別を示すコード体系のバージョン オーナー（原則）

研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき採番

ナレッジが複数のカテゴリにまたがる場合はネストする。 1 異なるバージョンのカテゴリを利用できる

13
10 1100 ナレッジのカテゴリの識別 ナレッジ・カテゴリコード Ｍ X C

C
G1-2 ナレッジの種別を示すコード オーナー（原則）

研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき採番

ナレッジが複数のカテゴリにまたがる場合はネストする。 XX.XX.XX.XX データ・情報・ルール・常識などの種別をさらに細分化して指定

14
11 1110 ナレッジのカテゴリの識別 ナレッジ・カテゴリ名 Ｍ T G1-3 ナレッジの種別の名称 オーナー（原則） 研究会認定のコード体系・コード表・カタログに

基づき記載
ナレッジが複数のカテゴリにまたがる場合はネストする。 ルール

15
12 1120 ナレッジのカテゴリの識別 ナレッジ・カテゴリの説明 T G1-４ 当該ナレッジ・カテゴリの説明 オーナー（原則） 研究会認定のコード体系・コード表・カタログに

基づき記載
ナレッジが複数のカテゴリにまたがる場合はネストする。

16
13 1130 ナレッジのカテゴリの識別 ナレッジ・カテゴリ名（EN） T G1-５ ナレッジの種別の名称（英文） オーナー（原則） 研究会認定のコード体系・コード表・カタログに

基づき記載
ナレッジが複数のカテゴリにまたがる場合はネストする。 rule

17
14 1140 ナレッジのカテゴリの識別 ナレッジ・カテゴリの説明（EN） T G1-５ 当該ナレッジ・カテゴリの説明（英文） オーナー（原則） 研究会認定のコード体系・コード表・カタログに

基づき記載
ナレッジが複数のカテゴリにまたがる場合はネストする。

18
15 1150 ナレッジのカテゴリの識別 ナレッジ・カテゴリコード・マスター参

照先
Ｍ X ナレッジの種別を示すコードマスターの参照先（URL等） オーナー（原則） コードマスターのURLまたは資料名称を記載 使用するコード体系のバージョンに対応するマスターの参照先を指定する。

https://example.com/category-
master/v1

19
16 1160 ナレッジの識別 ナレッジ・フォーマットコード Ｍ X C

C
ナレッジのフォーマット・形態を示すコード オーナー（原則）

研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき選択

カテゴリが「データ」の場合は Peppol（電子インボイス）やEDI（電子データ交換）などの
フォーマット種別を指定する。

PDF APIによるデータベース参照の指定もここで行う。

20
17 1170 ナレッジの識別 ナレッジ・フォーマットコード・マス

ター参照先
X ナレッジのフォーマット・形態を示すコードマスターの参照先（URL

等）
オーナー（原則） コードマスターのURLまたは資料名称を記載 使用するフォーマットコード体系のマスターの参照先を指定する。

https://example.com/format-
master/v1

21
18 1180 ナレッジの識別 ナレッジのサイズ X ナレッジ（ファイル）のデータサイズ（バイト単位） オーナー（原則）

ナレッジ（ファイル）のデータサイズをバイト単位
の整数で記入

動的に変化する場合は、登録時点の最新値を記載する。 40960 APIによるデータベース参照の場合も記載する。

22
19 1190 ナレッジの識別 ナレッジの引用URL X ナレッジをインターネット上のURL から引用している場合の掲載

URL
オーナー（原則） URL形式で記載

HPの掲載内容そのものがナレッジである場合、またはナレッジの記述ファイル（PDF等）を
直接指定するURLであること。インデックスページ等、対象ナレッジが特定できないURLは
不可。

https://www.cfa.go.jp/XXXX/XXXX.pdfAPIによるデータベース参照の指定もここで行う。

23
20 1200 ナレッジの識別 ナレッジの位置座標コード X P

C
ナレッジに関連する地点の位置情報（緯度経度）を示すコード オーナー（原則） 緯度経度を10進数（DD：Decimal

Degrees）形式で「緯度,経度」の順に記載
緯度経度は10進数（DD）形式で表記する。正の値は北緯・東経、負の値は南緯・西経を示
す。

35.6895,139.6917

24
21 1210 ナレッジの識別 ナレッジ名 Ｍ T ナレッジの名称 オーナー（原則） テキストによる可読性のある名称。オーナーが

自由に決定する。
同一オーナー組織ID内でユニークであること。 こども家庭庁作成「自治体における出産・子育

て応援交付金の手続き手順書」
左記は、国が作成した自治体向けの業務手順書というナレッジ。自治体のAIは自組織の手
順書と照合して業務を行うことを想定。

25
22 1220 ナレッジの識別 ナレッジ名（英文） T ナレッジの名称（英文） オーナー（原則） テキストによる可読性のある名称（英文）。オー

ナーが自由に決定する。
同一オーナー組織ID内でユニークであること。

26
23 1230 ナレッジの識別 ナレッジの概要説明 Ｍ T ナレッジの内容の概要説明 オーナー（原則）

テキストによる可読性のある説明文。オーナー
が自由に決定する。

人間による判読およびAIによる参照を想定した説明文を記載する。メタデータの記載内容
と重複しても構わない。

出産・子育て応援給付金で出生時に５万円給
付の手続き方法について国の説明資料

27
24 1240 ナレッジの識別 ナレッジの概要説明（英文） T ナレッジの内容の概要説明（英文） オーナー（原則）

テキストによる可読性のある説明文（英文）。
オーナーが自由に決定する。

人間による判読およびAIによる参照を想定した説明文を記載する。メタデータの記載内容
と重複しても構わない。

28
25 1250 オーナーの識別 オーナー組織ID Ｍ X P

C
ナレッジのオーナーである組織のID オーナー（原則）

国名コード（ISO 3166-1 alpha-2）＋国税
庁法人番号（日本の場合）

グローバルでユニークであること。 JP7000012010039 ナレッジのオーナー（作成・責任者）。登録組織は法人単位を想定

29
26 1260 オーナーの識別 オーナー名 Ｍ T ナレッジのオーナーである組織の名称 オーナー（原則）

国税庁法人番号の商号または名称（日本の場
合）

こども家庭庁 国が作成した手順書（ナレッジ）なので、オーナーは国となる

30
27 1270 オーナーの識別 オーナー名（英文） T ナレッジのオーナーである組織の名称（英文） オーナー（原則） 商号または名称（英文） Children and Families Agency

31
28 1280 オーナーの識別 オーナー内部署コード X IC ナレッジのオーナーである部署等のコード オーナー（原則） オーナーが自由に決定する内部コード オーナー組織ID（同一組織ID）においてユニークであること XXXXX 複数部署によるグループコードを指定しても良い

32
29 1290 オーナーの識別 オーナー内部署名 T ナレッジのオーナーである部署等の名称 オーナー（原則） オーナーが自由に決定する名称 オーナー組織ID（同一組織ID）においてユニークであること 成育局成育環境課

33
30 1300 オーナーの識別 オーナー内部署名（英文） T ナレッジのオーナーである部署等の名称（英文） オーナー（原則） オーナーが自由に決定する名称（英文） オーナー組織ID（同一組織ID）においてユニークであること

34
31 1310 オーナーの識別 オーナー内個人（AI）ID X IC

ナレッジのオーナーである（ナレッジの作成・責任を持つ）個人、ま
たは作成したAIを識別するID

オーナー（原則） オーナーが自由に決定する内部コード オーナー組織ID（同一組織ID）においてユニークであること

35
32 1320 オーナーの識別 オーナー内個人（AI）名 T ナレッジのオーナーである個人または作成したAIの名称 オーナー（原則） オーナーが自由に決定する名称 オーナー組織ID（同一組織ID）においてユニークであること

36
33 1330 オーナーの識別 オーナー内個人（AI）名（英文） T ナレッジのオーナーである個人または作成したAIの名称（英文） オーナー（原則） オーナーが自由に決定する名称（英文） オーナー組織ID（同一組織ID）においてユニークであること

37
34 1340 オーナーの識別 ナレッジ作成者識別フラグ X C

C
ナレッジをAIが作成し、かつ人間による内容確認が未実施である
ことを示す識別コード

オーナー（原則）
研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき選択

ナレッジをAIが作成し、かつ人間が内容を確認していない場合にフラグを立てる。人間が確
認済みの場合は記載不要。

（コード例：AI_UNVERIFIED） AIによるナレッジの自動作成を識別し、信頼性判断に活用する。

38
35 1350 オーナーの識別 オーナー内問い合わせ先 Ｍ X ナレッジのオーナーへの問合せ先 オーナー（原則） メールアドレスまたはURL 実在するメールアドレスまたはURLであること。 https://www.cfa.go.jp/top

39
36 1360 オーナーの識別 オーナーの確認フラグ X C

C
ホルダーがオーナーの身元・信頼性を確認した結果を示すコード ホルダー 研究会認定のコード体系・コード表・カタログに

基づき選択
信頼できる情報源（例：国の公式サイト、登録済み団体からの情報、報道機関等）からの情報
か否かについて、ホルダーの確認結果を記載する。

オーナーとホルダーが同一の場合は記載不要。SNS等の不確定情報源の場合は「確認な
し」コードを記載。

40
37 1370 ホルダー組織の識別 ホルダー組織ID Ｍ X P

C
ナレッジをナレッジベースに登録した組織（ホルダー）のID ホルダー 国名コード（ISO 3166-1 alpha-2）＋国税

庁法人番号（日本の場合）
ナレッジベースにメタデータを登録・運用している組織を記入する。オーナーと同一の場合も
必ず記載する。

JP300002014XXXX ナレッジのオーナー（内容責任組織）とホルダー（登録・運用組織）は同一とは限らない。
（例：国が作成したナレッジを自治体が自らのナレッジベースに登録して活用する場合。）

41
38 1380 ホルダー組織の識別 ホルダー組織名 Ｍ T ナレッジのホルダーである組織の名称 ホルダー 国税庁法人番号の商号または名称（日本の場

合）
〇〇市 自治体が国のナレッジ（手順書）を自らのナレッジベースに登録して活用する場合、その自

治体がホルダーとなる。

42
39 1390 ホルダー組織の識別 ホルダー組織名（英文） T ナレッジのホルダーである組織の名称（英文） ホルダー 商号または名称（英文） Jhon Doe City

43
40 1400 ホルダー組織の識別 ホルダー組織内部署コード X IC ナレッジのホルダーである部署等のコード ホルダー ホルダーが自由に決定する内部コード

同一ホルダー組織ID内でユニークであること。複数部署によるグループコードを指定しても
良い。

XXXXX

44
41 1410 ホルダー組織の識別 ホルダー組織内部署名 T ナレッジのホルダーである部署等の名称 ホルダー ホルダーが自由に決定する名称 同一ホルダー組織ID内でユニークであること。 こども青少年局子育て支援部

45
42 1420 ホルダー組織の識別 ホルダー組織内部署名（英文） T ナレッジのホルダーである部署等の名称（英文） ホルダー ホルダーが自由に決定する名称（英文） 同一ホルダー組織ID内でユニークであること。

46
43 1430 ホルダー組織の識別 ホルダー組織内個人（AI）ID X IC

ナレッジのホルダーである（メタデータ項目の登録に責任を持つ）
個人またはAIのID

ホルダー ホルダーが自由に決定する内部コード 同一ホルダー組織ID内でユニークであること。
IDに「AI」が含まれる場合、ヒューマンチェックが未実施であることを識別できる。ヒューマ
ンチェック済みで個人名を記載できない場合は「チェック済み」を示すコードを使用する。

47
44 1440 ホルダー組織の識別 ホルダー組織内個人（AI）名 T ナレッジのホルダーである個人またはAIの名称 ホルダー ホルダーが自由に決定する名称 同一ホルダー組織ID内でユニークであること。

48
45 1450 ホルダー組織の識別 ホルダー組織内個人（AI）名（英文） T ナレッジのホルダーである個人（AI）等の名称（英文） ホルダー ホルダーが自由に決定する名称（英文） 同一ホルダー組織ID内でユニークであること。

49
46 1460 ホルダー組織の識別 メタデータ作成者識別フラグ X C

C
メタデータをAIが作成し、かつ人間による確認が未実施であるこ
とを示す識別コード

ホルダー
研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき選択

メタデータをAIが作成し、かつ人間が内容を確認していない場合にフラグを立てる。人間が
確認済みの場合は記載不要。

AIによるナレッジの自動分類・メタデータ作成・登録を識別し、信頼性判断に活用する。

50
47 1470 ホルダー組織の識別 ホルダー組織内問い合わせ先 Ｍ X ナレッジのホルダーへの問合せ先 ホルダー メールアドレスまたはURL 実在するメールアドレスまたはURLであること。 ninpu@city.jhondo.lg.jp

51
48 1480 業種・業界・エリア識別 業種・業界コード Ｍ X P

C
G2-1 ナレッジの対象となるサービスの業種・業界を示すコード オーナー（原則）

研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき選択

サービスが関係する複数の業種・業界をネストして記載（列挙）可能。 XXXXXX 産業分類表等を参考に研究会が認定予定。

52
49 1490 業種・業界・エリア識別 業種・業界名 Ｍ T G2-2 ナレッジの対象となるサービスの業種・業界の名称 オーナー（原則） 研究会認定のコード体系・コード表・カタログに

基づき選択
サービスが関係する複数の業種・業界をネストして記載（列挙）可能。 直接自治体（市町村） 産業分類表等を参考に研究会が認定予定。

53
50 1500 業種・業界・エリア識別 業種・業界名（英文） T G2-3 ナレッジの対象となるサービスの業種・業界の名称（英文） オーナー（原則） 研究会認定のコード体系・コード表・カタログに

基づき選択
サービスが関係する複数の業種・業界をネストして記載（列挙）可能。 産業分類表等を参考に研究会が認定予定。

54
51 1510 業種・業界・エリア識別 業種・業界コードマスター参照先 Ｍ X ナレッジの対象となる業種・業界を示すコード体系名およびマス

ターの参照先
オーナー（原則） コードマスターのURLまたは資料名称を記載 海外など分類表が異なる場合を想定して参照先を指定できる。 海外など異なる分類表を使用する場合のために参照先を指定可能。

55
52 1520 業種・業界・エリア識別 ナレッジの対象エリアコード X P

C
G3-1 ナレッジの適用対象エリアを示すコード オーナー（原則） 郵便番号、全国地方公共団体コード、11桁住所

コードなどの住所・エリアコードを記載
使用するコード体系は「ナレッジの対象エリアコード・マスター参照先」で指定すること。複数
エリアが対象の場合はネストして記載可能。

131001（東京都千代田区の全国地方公共団体コード）

56
53 1530 業種・業界・エリア識別 ナレッジの対象エリアコード・マス

ター参照先
X ナレッジの対象エリアを示すコード体系名およびマスターの参照先 オーナー（原則） コードマスターのURLまたは資料名称を記載

郵便番号・全国地方公共団体コード・11桁住所コードなど複数のコード体系を使い分ける場
合に、使用するコード体系の参照先を指定する。

「郵便番号」「全国地方公共団体コード」「11桁住所コード」などを使い分ける場合を想定し
て、参照先を指定できる

57
54 1540 ナレッジの対象となる

サービス・業務の識別
サービス・カテゴリコード Ｍ X C

C
G4-1 ナレッジが対象・範囲とするサービスの一般的な分類カテゴリの

コード
オーナー（原則）

研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき選択

XXXXXX ユニバーサルメニューとの調整中

58
55 1550 ナレッジの対象となる

サービス・業務の識別
サービス・カテゴリ名称 Ｍ T G4-2 ナレッジが対象・範囲とするサービスの一般的な分類カテゴリの名

称
オーナー（原則）

研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき選択

子育て応援給付金 ユニバーサルメニューとの調整中

59
56 1560 ナレッジの対象となる

サービス・業務の識別
サービス・カテゴリの説明 T G4-３ ナレッジが対象・範囲とするサービスの一般的な説明 オーナー（原則）

研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき記載

ユニバーサルメニューとの調整中

60
57 1570 ナレッジの対象となる

サービス・業務の識別
サービス・カテゴリ名称（英文） T G4-４ ナレッジが対象・範囲とするサービスの一般的な分類カテゴリの名

称（英文）
オーナー（原則） 研究会認定のコード体系・コード表・カタログに

基づき選択
ユニバーサルメニューとの調整中

61
58 1580 ナレッジの対象となる

サービス・業務の識別
サービス・カテゴリの説明（英文） T G4-５ ナレッジが対象・範囲とするサービスの一般的な説明（英文） オーナー（原則） 研究会認定のコード体系・コード表・カタログに

基づき記載
ユニバーサルメニューとの調整中

62
59 1590 ナレッジの対象となる

サービス・業務の識別
サービス・カテゴリコードマスター参
照先

Ｍ X ナレッジが対象・範囲とするサービスカテゴリのコードマスターの
参照先

オーナー（原則） コードマスターのURLまたは資料名称を記載

63
60 1600 ナレッジの対象となる

サービス・業務の識別
サービスコード X IC G5-1 ナレッジを適用するサービス・業務を識別するコード オーナー（原則） オーナーが自由に決定する内部コード 同一オーナー組織ID内でユニークであること。 XXXXXXX

64
61 1610 ナレッジの対象となる

サービス・業務の識別
サービス名 T G5-2 ナレッジを適用するサービス・業務の名称 オーナー（原則） オーナーが自由に決定する名称 同一オーナー組織ID内でユニークであること。

出産・子育て応援交付金事業/子育て応援給付
金支給業務

65
62 1620 ナレッジの対象となる

サービス・業務の識別
サービス名（英文） T G5-3 ナレッジを適用するサービス・業務の名称（英文） オーナー（原則） オーナーが自由に決定する名称（英文） 同一オーナー組織ID内でユニークであること。

66
63 1630 ナレッジの対象となる

サービス・業務の識別
サービスの概要説明 T G5-4 ナレッジを適用するサービス・業務の概要説明 オーナー（原則） オーナーが自由に決定する説明文

人間による判読およびAIによる参照を想定した、オーナーのサービス概要説明文を記載す
る。メタデータの内容と重複しても構わない。

国の出産・子育て応援交付金に基づき、出産時
の応援給付金を支給する。

67
64 1640 ナレッジの対象となる

サービス・業務の識別
サービスの概要説明（英文） T G5-5 ナレッジを適用するサービス・業務の概要説明（英文） オーナー（原則） オーナーが自由に決定する説明文（英文） 人間による判読およびAIによる参照を想定した、オーナーのサービス概要説明文を記載す

る。メタデータの内容と重複しても構わない。

68
65 1650 ナレッジの対象となるサービ

ス・業務のターゲットの識別
サービスのターゲット・カテゴリコー
ド

X IC G5-6-1 ナレッジを適用するサービス・業務の対象者・範囲を識別するコー
ド

オーナー（原則） オーナーが自由に決定する内部コード 特定の個人ではなく、分類・属性によりコードで指定する。同一サービスに複数の対象があ
る場合はネスト可能。

XXXXX（市民のコード） 顧客、市民、職員、社員、社内部署など

69
66 1660 ナレッジの対象となるサービ

ス・業務のターゲットの識別
サービスのターゲット・カテゴリ名称 T G5-6-2 ナレッジを適用するサービス・業務の対象者・範囲の名称または説

明
オーナー（原則） オーナーが自由に決定する名称または説明文 特定の個人ではなく、分類・属性による名称または説明を記載する。 市民（当該自治体の市民、出生届を提出した養

育者）

70
67 1670 ナレッジの対象となるサービ

ス・業務のターゲットの識別
サービスのターゲット・カテゴリ名称
（英文）

T G5-6-3 ナレッジを適用するサービス・業務の対象者・範囲の名称または説
明（英文）

オーナー（原則）
オーナーが自由に決定する名称または説明文
（英文）

特定の個人ではなく、分類・属性による名称または説明を記載する。

71
68 1680 ナレッジの対象となる

サービス・業務の識別
サービスコードマスター参照先 X ナレッジを適用するサービス・業務を識別するコードマスターの参

照先
オーナー（原則） コードマスターのURLまたは資料名称を記載

72
69 1690 ナレッジの対象となるサービ

ス・業務のターゲットの識別
サービスのターゲット・カテゴリコー
ドマスター参照先

X ナレッジを適用するサービス・業務の対象者・範囲を識別するコー
ドマスターの参照先

オーナー（原則）。ホルダーが追記
または修正可。

コードマスターのURLまたは資料名称を記載

73
70 1700 ナレッジベース管理組織 ナレッジベース・システム管理組織

ID
Ｍ X P

C
ナレッジベースを管理・運用している組織のID システム管理組織 国名コード（ISO 3166-1 alpha-2）＋国税

庁法人番号（日本の場合）
ナレッジベース（システム）を運用している組織を記入する。ホルダーと同一の場合も必ず記
載する。

JP901040110XXXX

74
71 1710 ナレッジベース管理組織 ナレッジベース・システム管理組織名 Ｍ T ナレッジベースを管理・運用している組織の名称 システム管理組織

国税庁法人番号の商号または名称（日本の場
合）

株式会社Knowledge Base Japan

75
72 1720 ナレッジベース管理組織 ナレッジベース・システム管理組織名

（英文）
T ナレッジベースを管理・運用している組織の名称（英文） システム管理組織 英語表記での商号または名称

76
73 1730 ナレッジベース管理組織 ナレッジベース・システム管理組織内

部署コード
X IC ナレッジベースを管理・運用している組織の担当部署のコード システム管理組織 ナレッジベース・システム管理組織が決定する内

部コード
同一ナレッジベース・システム管理組織ID内でユニークであること。 XXXXXXX

77
74 1740 ナレッジベース管理組織 ナレッジベース・システム管理組織内

部署名
T ナレッジベースを管理・運用している組織の担当部署の名称 システム管理組織 ナレッジベース・システム管理組織が決定する名

称
同一ナレッジベース・システム管理組織ID内でユニークであること。 XXXXXXX

78
75 1750 ナレッジベース管理組織 ナレッジベース・システム管理組織内

部署名（英文）
T ナレッジベースを管理・運用している組織の担当部署の名称（英

文）
システム管理組織 ナレッジベース・システム管理組織が決定する名

称（英文）
同一ナレッジベース・システム管理組織ID内でユニークであること。 XXXXXXX

79
76 1760 ナレッジベース管理組織 ナレッジベース・システム管理組織内

問い合わせ先
Ｍ X ナレッジベースを管理・運用している組織への問い合わせ先 システム管理組織 メールアドレスまたはURL 実在するメールアドレスまたはURLであること。 https://www.Knowledge-Base.com

80
77 1770 ナレッジのタイムライン ナレッジ初版作成日時 Ｍ Y ナレッジを最初に作成または登録した日時 オーナー（原則） ISO 8601 拡張形式（YYYY-MM-

DDThh:mm:ss+09:00）で記載
2024-02-22T12:00:00+09:00 過去の更新履歴をどこまで遡って参照するかの判断に使用する。

81
78 1780 ナレッジのタイムライン メタデータ初版作成日時 Ｍ Y メタデータを最初に作成または登録した日時 ホルダー ISO 8601 拡張形式（YYYY-MM-

DDThh:mm:ss+09:00）で記載
2024-03-10T12:00:00+09:00 過去の更新履歴をどこまで遡って参照するかの判断に使用する。

82
79 1790 ナレッジのタイムライン ナレッジ更新日時 Y 同一ナレッジIDにおいて、ナレッジの内容を更新した最新の日時 オーナー（原則） ISO 8601 拡張形式（YYYY-MM-

DDThh:mm:ss+09:00）で記載
更新の際は必須。ナレッジの内容を変更した場合は「ナレッジバージョンID」も必ず更新する
こと。

2024-03-22T12:00:00+09:00 例では3月22日にナレッジが更新されたことを示す。

83
80 1800 ナレッジのタイムライン メタデータ更新日時 Y 同一ナレッジIDにおいて、メタデータを更新した最新の日時 ホルダー ISO 8601 拡張形式（YYYY-MM-

DDThh:mm:ss+09:00）で記載
更新の際は必須。メタデータの記載内容を変更した場合は「メタデータバージョンID」も必ず
更新すること。

2024-03-28T12:00:00+09:00 例では3/22のナレッジ更新に伴い、3/28にメタデータが更新されたことを示す。

84
81 1810 ナレッジのタイムライン ナレッジ発効開始日時 Y ナレッジの内容が有効（発効）となる開始日時 オーナー（原則） ISO 8601 拡張形式（YYYY-MM-

DDThh:mm:ss+09:00）で記載
ナレッジが効力を発生する日時を指定する。記載がない場合は参照時点で有効とみなす。 2024-06-22T12:00:00+09:00 例では6月22日から効力が発生することを示す。

85
82 1820 ナレッジのタイムライン ナレッジ発効終了日時 Y ナレッジの内容が失効（無効）となる日時 オーナー（原則） ISO 8601 拡張形式（YYYY-MM-

DDThh:mm:ss+09:00）で記載
ナレッジが効力を失う日時を指定する。記載がない場合は参照時点で有効とみなす。廃止の
場合は必ず記載すること。

ナレッジ（手順書）の失効日が未定のため未記入の例。

86
83 1830 ナレッジのタイムライン ナレッジ参照開始日時 Y ナレッジベースからの参照を許可する開始日時 オーナー（原則）。ホルダーが追記

または修正可。
ISO 8601 拡張形式（YYYY-MM-
DDThh:mm:ss+09:00）で記載

人間・AIがナレッジベースからこのナレッジを参照できる期間の開始日時を指定する。記載
がない場合は参照可とする。

2024-03-29T００:00:00+09:00 例では3月29日からナレッジベースがAIへの参照権限を付与していることを示す。

87
84 1840 ナレッジのタイムライン ナレッジ参照終了日時 Y ナレッジベースからの参照を終了する日時 オーナー（原則）。ホルダーが追記

または修正可。
ISO 8601 拡張形式（YYYY-MM-
DDThh:mm:ss+09:00）で記載

人間・AIがナレッジベースからこのナレッジを参照できる期間の終了日時を指定する。記載
がない場合は参照可とする。

202５-0４-３0T２３:５９:５９+09:00 例では、AIが活用できる期限は翌年3月末だが、AIが参照できる猶予期間として翌年4月
末まで参照権限を付与している。

88
85 1850 ナレッジのタイムライン ナレッジ開示開始日時 Y 参照したナレッジの内容を利用者に開示・公開できる開始日時 オーナー（原則）。ホルダーが追記

または修正可。
ISO 8601 拡張形式（YYYY-MM-
DDThh:mm:ss+09:00）で記載

参照した人間・AIがその利用者に対してナレッジの内容を開示・活用できる期間の開始日時
を指定する。記載がない場合は開示・公開可とする。

2024-04-01T00:00:00+09:00 例では4月1日からAIがこのナレッジ手順書に基づいて業務を開始できることを示す。

89
86 1860 ナレッジのタイムライン ナレッジ開示終了日時 Y 参照したナレッジの内容を利用者に開示・公開できる終了日時 オーナー（原則）。ホルダーが追記

または修正可。
ISO 8601 拡張形式（YYYY-MM-
DDThh:mm:ss+09:00）で記載

参照した人間・AIがその利用者に対してナレッジの内容を開示・活用できる期間の終了日時
を指定する。記載がない場合は開示・公開可とする。

2025-03-31T23:59:59+09:00 例ではナレッジ更新確認を想定して翌年3月末を期限として設定していることを示す。

90
87 1870 ナレッジ開示の許可範囲 ナレッジ開示の許可フラグ Ｍ X C

C
ナレッジの内容を開示・公開してよい範囲を示すコード オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき選択

コードにより「開示許可指定あり（特定の組織・部署・個人のみ）」「公開（開示先指定なし）」な
どを指定する。開示範囲を組織内に限定する場合は「開示許可組織・部署・個人」で個別指定
する。

XX（開示許可指定あり）

91
88 1880 ナレッジ開示の許可範囲 開示許可組織ID X P

C
G6-1 ナレッジの開示を許可する組織のID オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
国名コード（ISO 3166-1 alpha-2）＋国税
庁法人番号（日本の場合）

「公開」以外の場合は省略不可。自組織のみに限定する場合も必ず指定する。 JP300002014XXXX 組織IDにより、異なる組織のさまざまな部署に対して開示範囲を指定できる。

92
89 1890 ナレッジ開示の許可範囲 開示許可組織名 T G6-2 ナレッジの開示を許可する組織の名称 オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
国税庁法人番号の商号または名称（日本の場
合）

「公開」以外の場合は省略不可。 〇〇市 自組織のみに限定する場合も必ず記載する。

93
90 1900 ナレッジ開示の許可範囲 開示許可組織名（英文） T G6-3 ナレッジの開示を許可する組織の名称（英文） オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
商号または名称（英文） Jhon Doe City

94
91 1910 ナレッジ開示の許可範囲 開示許可組織内部署コード X IC G6-４ ナレッジの開示を許可する組織内の部署コード オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
オーナーが自由に決定する内部コード 記載する場合は「開示許可組織内部署名」の記載も必須。 XXXXX

95
92 1920 ナレッジ開示の許可範囲 開示許可組織内部署名 T G6-５ ナレッジの開示を許可する組織内の部署名称 オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
オーナーが自由に決定する名称 記載する場合は「開示許可組織内部署コード」の記載も必須。 こども青少年局

96
93 1930 ナレッジ開示の許可範囲 開示許可組織内部署名（英文） T G6-６ ナレッジの開示を許可する組織内の部署名称（英文） オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
オーナーが自由に決定する名称（英文） 記載する場合は「開示許可組織内部署コード」の記載も必須。

97
94 1940 ナレッジ開示の許可範囲 開示許可個人（AI）ID X IC G6-７ ナレッジの開示を許可する個人またはAIのID オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
オーナーが自由に決定する内部コード。AIの場
合は冒頭に「AI:」を付与する。

記載する場合は「開示許可個人（AI）名」の記載も必須。 XXXXXXXX 個人コードは社員番号等を想定。

98
95 1950 ナレッジ開示の許可範囲 開示許可個人（AI）名 T G6-８ ナレッジの開示を許可する個人またはAIの名称 オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
オーナーが自由に決定する名称 記載する場合は「開示許可個人（AI）ID」の記載も必須。 福田次郎 ネストして申請した市民を記載することも可能。

99
96 1960 ナレッジ開示の許可範囲 開示許可個人（AI）名（英文） T G6-９ ナレッジの開示を許可する個人またはAIの名称（英文） オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
オーナーが自由に決定する名称（英文） 記載する場合は「開示許可個人（AI）ID」の記載も必須。

100
97 1970 ナレッジ開示の許可範囲 著作権の有無・オープンデータ可否

フラグ
Ｍ X C

C
ナレッジについての著作権の有無、およびオープンデータとしての
利用可否を示すコード

オーナー（原則） 研究会認定のコード体系・コード表・カタログに
基づき選択

XX（著作権有）

101
98 1980 ナレッジ開示の許可範囲 著作権者ID X P

C
著作権がある場合の著作権所有組織のID オーナー（原則） 国名コード（ISO 3166-1 alpha-2）＋国税

庁法人番号（日本の場合）
記載する場合は「著作権者名」の記載も必須。 JP7000012010039

102
99 1990 ナレッジ開示の許可範囲 著作権者名 X 著作権がある場合の著作権所有組織の名称 オーナー（原則） 国税庁法人番号の商号または名称（日本の場

合）
記載する場合は「著作権者ID」の記載も必須。 こども家庭庁

103
100 2000 ナレッジ開示の許可範囲 著作権者名（英文） X 著作権がある場合の著作権所有組織の名称（英文） オーナー（原則） 英語表記での商号または名称 記載する場合は「著作権者ID」の記載も必須。 Children and Families Agency

104
101 2010 関連するナレッジID 上位に位置するナレッジID X C

C
G7-1 本ナレッジが参照すべき上位レイヤのナレッジID オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
該当するナレッジIDを列挙 上位レイヤのナレッジ＝本ナレッジの根拠となる法令・通知・指針など。上位ナレッジが更新

された場合、本ナレッジも影響を受ける可能性がある。
XXXXXXX

105
102 2020 関連するナレッジID 上位に位置するナレッジのバージョ

ンID
N C

C
G7-2 本ナレッジが参照すべき上位レイヤのナレッジのバージョンID

オーナー（原則）。ホルダーが追記
可。

該当するナレッジIDのバージョンIDを列挙 XXXX
URLを指定した場合は確認日（YYYY-MM-DDThh:mm:ss+09:00）を記入するこ
と。

106
103 2030 関連するナレッジID 上位に位置するナレッジ名 T G7-3 本ナレッジが参照すべき上位レイヤのナレッジ名 オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
該当するナレッジ名を列挙 子ども・子育て支援法

107
104 2040 関連するナレッジID 上位に位置するナレッジの説明 T G7-４ 本ナレッジが参照すべき上位レイヤのナレッジの内容の概要説明 オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
テキストによる可読性のある説明文。オーナー
が自由に決定する。

108
105 2050 関連するナレッジID 上位に位置するナレッジ名（英文） T G7-５ 本ナレッジが参照すべき上位レイヤのナレッジ名（英文） オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
該当するナレッジ名を列挙（英文）

109
106 2060 関連するナレッジID 上位に位置するナレッジの説明（英

文）
T G7-６ 本ナレッジが参照すべき上位レイヤのナレッジの内容の概要説明

（英文）
オーナー（原則）。ホルダーが追記
可。

テキストによる可読性のある説明文。オーナー
が自由に決定する。（英文）

110
107 2070 関連するナレッジID 上位に位置するナレッジの引用

URL
X G7-７ 上位レイヤのナレッジをURLから引用している場合の掲載URL オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
URL形式で記載 HPの掲載内容そのものがナレッジである場合、またはナレッジファイル（PDF等）を直接指

定するURLであること。インデックスページ等は不可。
https://www.cfa.go.jp/XXXXXX.pdf

111
108 2080 関連するナレッジID 上位に位置するナレッジの引用

URLのメタデータへの登録日
Y G7-８ 上位レイヤのナレッジをURLから引用している場合のメタデータ

への登録日
オーナー（原則）。ホルダーが追記
可。

ISO 8601 拡張形式（YYYY-MM-
DDThh:mm:ss+09:00）で記載

URLを指定した場合は、確認日を必ず記入すること。

112
109 2090 関連するナレッジID 下位に位置するナレッジID X C

C
G8-1 本ナレッジが参照すべき下位レイヤのナレッジID オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
該当するナレッジIDを列挙 下位レイヤのナレッジ＝本ナレッジが更新された場合に影響を受ける可能性がある手順書・

様式等のナレッジ。
XXXXXXX

113
110 2100 関連するナレッジID 下位に位置するナレッジのバージョ

ンID
N C

C
G8-2 本ナレッジが参照すべき下位レイヤのナレッジのバージョンID オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
該当するナレッジIDのバージョンIDを列挙 1.2

114
111 2110 関連するナレッジID 下位に位置するナレッジ名 T G8-3 本ナレッジが参照すべき下位レイヤのナレッジ名 オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
該当するナレッジ名を列挙 〇〇市出産・子育て応援給付金支給手順書 手続きの申請書（例：子育て応援給付金申請書）なども該当する。

115
112 2120 関連するナレッジID 下位に位置するナレッジ名の説明 T G8-４ 本ナレッジが参照すべき下位レイヤのナレッジの内容の概要説明 オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
テキストによる可読性のある説明文。オーナー
が自由に決定する。

116
113 2130 関連するナレッジID 下位に位置するナレッジ名（英文） T G8-５ 本ナレッジが参照すべき下位レイヤのナレッジ名（英文） オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
該当するナレッジ名を列挙（英文）

117
114 2140 関連するナレッジID 下位に位置するナレッジ名の説明

（英文）
T G8-６ 本ナレッジが参照すべき下位レイヤのナレッジの内容の概要説明

（英文）
オーナー（原則）。ホルダーが追記
可。

テキストによる可読性のある説明文。オーナー
が自由に決定する。（英文）

118
115 2150 関連するナレッジID 下位に位置するナレッジの引用

URL
X G8-７ 下位レイヤのナレッジをURLから引用している場合の掲載URL オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
URL形式で記載 HPの掲載内容そのものがナレッジである場合、またはナレッジファイル（PDF等）を直接指

定するURLであること。インデックスページ等は不可。
https://www.jhondo.lg.jp/XXXX.pdf

119
116 2160 関連するナレッジID 下位に位置するナレッジの引用

URLのメタデータへの登録日
Y G8-８ 下位レイヤのナレッジをURLから引用している場合のメタデータ

への登録日
オーナー（原則）。ホルダーが追記
可。

ISO 8601 拡張形式（YYYY-MM-
DDThh:mm:ss+09:00）で記載

URLを指定した場合は、確認日を必ず記入すること。

120
117 2170 関連するナレッジID 並列に位置するナレッジID X C

C
G9-1 本ナレッジと同階層で参照すべきナレッジID オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
該当するナレッジIDを列挙 本ナレッジの参考として参照すべき同階層のナレッジ（関連法令・類似手順書等）。 XXXXXXX

121
118 2180 関連するナレッジID 並列に位置するナレッジのバージョ

ンID
N C

C
G9-2 本ナレッジと同階層で参照すべきナレッジのバージョンID オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
該当するナレッジIDのバージョンIDを列挙 2.3

122
119 2190 関連するナレッジID 並列に位置するナレッジ名 T G9-3 本ナレッジと同階層で参照すべきナレッジ名 オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
該当するナレッジ名を列挙 子育て応援給付金申請書

123
120 2200 関連するナレッジID 並列に位置するナレッジの説明 T G9-４ 本ナレッジと同階層で参照すべきナレッジの内容の概要説明 オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
テキストによる可読性のある説明文。オーナー
が自由に決定する。

124
121 2210 関連するナレッジID 並列に位置するナレッジ名（英文） T G9-５ 本ナレッジと同階層で参照すべきナレッジ名（英文） オーナー（原則）。ホルダーが追記

可。
該当するナレッジ名を列挙（英文）

125
122 2220 関連するナレッジID 並列に位置するナレッジ名の説明

（英文）
T G9-６ 本ナレッジと同階層で参照すべきナレッジの内容の概要説明（英

文）
オーナー（原則）。ホルダーが追記
可。

テキストによる可読性のある説明文。オーナー
が自由に決定する。（英文）

126
123 2230 関連するナレッジID 並列に位置するナレッジの引用

URL
X G9-７ 並列に位置するナレッジをURLから引用している場合の掲載

URL
オーナー（原則）。ホルダーが追記
可。

URL形式で記載 HPの掲載内容そのものがナレッジである場合、またはナレッジファイル（PDF等）を直接指
定するURLであること。インデックスページ等は不可。

https://www.jhondo.lg.jp/XXXX.pdf

127
124 2240 関連するナレッジID 並列に位置するナレッジの引用

URLのメタデータへの登録日
Y G9-８ 並列に位置するナレッジをURLから引用している場合のメタデー

タへの登録日
オーナー（原則）。ホルダーが追記
可。

ISO 8601 拡張形式（YYYY-MM-
DDThh:mm:ss+09:00）で記載

URLを指定した場合は、確認日を必ず記入すること。

128
125 2250 証明書 ナレッジ証明書 F ナレッジの電子証明書またはブロックチェーン証明 研究会 ナレッジIDごとに研究会が発行する電子証明

書ファイル
記載項目・添付ファイルについては別途検討中。

129
126 2260 証明書 オーナー証明書 F オーナー組織の電子証明書またはブロックチェーン証明 オーナー オーナーが取得した電子証明書ファイル 記載項目・添付ファイルについては別途検討中。

130
127 2270 証明書 ホルダー組織証明書 F ホルダー組織の電子証明書またはブロックチェーン証明 ホルダー ホルダーが取得した電子証明書ファイル 記載項目・添付ファイルについては別途検討中。

131
128 2280 証明書 ナレッジベース・システム管理組織の

証明書
F ナレッジベース・システム管理組織の電子証明書またはブロック

チェーン証明
システム管理組織 システム管理組織が取得した電子証明書ファイ

ル
記載項目・添付ファイルについては別途検討中。

132
※メタデータ番号は変更することがある。各項目も並べ替えることがある。※メタデータ番号は変更することがある。各項目も並べ替えることがある。 原則＝オーナーの許諾（またはホルダーの責任において）ホルダーが代行することができる。

133

134 用語の説明 ナレッジ データ（生データ）／インフォメーション（提供を目的とした情報）／ルール（規則、手順、方法、方針）／コンテクスト（常識、基礎知識）を含めてナレッジと総称する

135
メタデータ ナレッジについての識別子・内容説明・対象・制限事項・関係ナレッジを、人間・AIに判別しやすい様に、項目別に記載したもの。

136
組織 行政・民間企業（法人）・団体などを総称する。（現時点では、個人を想定していない）

137
サービス 組織が組織外に提供するサービスのほか、行政の手続きやその内部業務、組織内社員・職員向けの手続きなど、あらゆる業務・作業・手続・全般をサービスと呼称する

138
業種・業界 サービスを提供・利用する組織の分類・分野を示す。公共サービスなど営利を目的としない事業も含む。

139
オーナー ナレッジを作成・発信した組織。ナレッジの内容について責任を持つ。

140
ホルダー ナレッジをナレッジベースに登録した組織。登録されたナレッジの信頼性、メタデータの内容について責任を持つ。（オーナーとホルダーは同一でも良い）

141
ターゲット ナレッジを適用するサービス・業務の対象者・範囲

142
システム管理組織 ナレッジベース・システムを運用してナレッジの配信など、システムの運用・管理責任を行っている組織。

143
ユニーク 同一の対象に対して複数のコード・名称が存在しないこと。また、同一のコード・名称に対して対象が複数存在しないこと。

144
カタログ メタデータから作られる、ナレッジを検索するためのリスト

145
ID 「どれ」かを唯一無二に特定する、意味のない「背番号」。

146
コード 「何」かを分類し、特徴を要約した「ラベル」。

147
採番 コード、バージョン等を規則に従って発行・登録する

148
記載 名称、テキストを規則に従って登録する

149 記号の説明 M　（Must） 必ず記載が必要な項目

150
X アルファベット、数字、記号など1バイト文字で記入

151
N　（Number） 正のアラビア数字（小数点を含む）で記入

152
Y　（Year,Month,Date,） ISO 8601拡張形式（YYYY-MM-DDThh:mm:ss.ss+09:00）で記入

153
T　（Text） ２バイト文字または１バイト文字で記入

154
G　（ｎｅｓｔ Group） 繰り返し（列挙）可能

155
F　(File) 電子証明書などのファイル

156
CC（Consortium Code） 本研究会が定めて管理するコード

157
PC（Public Code） 国際標準・国・業界団体など公的機関が定めるコード

158
IC（Internal Code） 利用者が自らの組織内で独自に管理・付与するコード

159
ネストグループ番号一覧 G1 ナレッジ・カテゴリ（G1-1〜G1-4）

160
G2 業種・業界（G2-1〜G2-3）

161
G3 対象エリア（G3-1）

162
G4 サービス・カテゴリ（G4-1〜G4-3）

163
G5 サービス（G5-1〜G5-5、G5-6-1〜G5-6-3）

164
G6 ナレッジ開示の許可範囲（G6-1〜G6-9）

165
G7 下位に位置するナレッジ（G7-1〜G7-6）

166
G8 並列に位置するナレッジ（G8-1〜G8-6）

167
G9 上位に位置するナレッジ（G9-1〜G9-6）
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